



































































全国の従業員 100 名以上の企業 10,000 社を対
象とした企業調査と、対象企業で働く男女正規








































































質問項目 平均値 標準偏差 最小値 最大値
3 年前と比べた働く意欲の変化（低下＝１） 0.27 0.45 0 1
自分の知識や能力が活かせているかどうか（不安＝１） 0.53 0.50 0 1
現在の仕事は自分に不向きではないか（不安＝１） 0.34 0.48 0 1
職場に協力し合う雰囲気がない（不安＝１） 0.40 0.49 0 1
昇進や配置転換が希望通りにいかないのではないか（不安＝１） 0.41 0.49 0 1



























潜在クラス数 比較モデル χ ² ∆ df p 値 対数尤度 AIC BIC
モデル 1　 2 ― ― ― ― － 25748 51522 51611 
モデル 2　 3 モデル 1 104.70 2 0.00 － 25696 51421 51524 


























































































































































変数 標準偏差 変数 標準偏差
定数項 － 0.64 （0.24） － 1.55 （0.36）
性別（ベース＝男性）
女性 0.07 （0.12） － 0.01 （0.16）
年齢（ベース＝ 20 歳代まで）
30 歳代 0.01 （0.13） 0.21 （0.18）
40 歳代 0.29 （0.15） 0.50 （0.21）
50 歳代以上 0.64 （0.16） 0.17 （0.23）
職業（ベース＝専門・技術）
管理 0.54 （0.17） 0.10 （0.23）
事務 0.11 （0.16） 0.36 （0.20）
販売・保安・サービス － 0.02 （0.19） 0.16 （0.24）
運輸・通信・技能・生産・その他 0.40 （0.20） 0.35 （0.24）
賃金格差（ベース＝その他）
過去 3 年で拡大 － 0.18 （0.11） 0.42 （0.16）
目標管理制度（ベース＝制度なし）
制度有意向反映無 － 0.71 （0.17） 0.46 （0.17）
制度有意見反映有 － 0.08 （0.11） － 0.58 （0.17）
　








































































































い。実際、1960 年代から 70 年代生まれの女性



























事業所レベルでの Robust Standard Error を使用
した。
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